
 

 

［成果情報名］紫黒米の栄養成分および抗酸化物質の供給源としての飼料特性 

［要約］抗酸化物質のアントシアニンを含有する紫黒米は、ヒツジにおいて高いデンプンの消化率と酸

化ストレスマーカーの改善を示すことから、デンプンを中心とした栄養成分と抗酸化物質を同時に供

給できる有望な国産濃厚飼料である。 
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［背景・ねらい］ 

反芻動物は栄養状態や暑熱環境等に起因する酸化ストレスに曝されているとの報告がある。酸化

ストレス条件下では、細胞が酸化ダメージを受けてその機能が低下し、最終的には疾病の発生に至る

と考えられている。この酸化ストレスを軽減する一つの方策として、抗酸化物質の補給が考えられ

る。一方、飼料用米は、日本国内で生産できるデンプンを多く含む飼料であり、輸入されるトウモロ

コシに代替可能である。また、米には抗酸化物質であるアントシアニンを多く含む品種（紫黒米）が

あり、紫黒米はデンプンに加えて抗酸化物質の供給源になる可能性がある。 

そこで、本研究では紫黒米をヒツジに給与する試験を実施して、飼料の消化率、胃液性状および

酸化ストレスマーカーを調査し、紫黒米の栄養成分あるいは抗酸化物質の供給源としての評価を行

う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本給与試験に用いた紫黒米は高濃度のアントシアニンを含む一方、対照米は含有しない（表

1）。紫黒米のデンプンおよび粗タンパク質含量は、対照米のそれらと比べて、やや低くおよびや

や高い。 

２．紫黒米の給与割合が高くなるにしたがって、飼料全体の消化率を示す乾物および有機物の消化

率、および可消化養分総量が低くなるが、成分（粗タンパク質、非繊維性炭水化物、デンプン、

酸性デタージェント繊維、中性デタージェント繊維）の消化率には差が認められないことから、

飼料全体の消化率の低下は米の飼料成分含量の差に起因している（表1と2）。ほとんどを米に由

来するデンプンの消化率は、いずれの給与飼料においても99.5%以上であり、非常に高い。 

３．紫黒米の給与は、第一胃液性状に影響を及ぼさない（表3）。 

４．紫黒米を給与した場合、血液の抗酸化能、グルタチオン濃度および酸化ストレスの指標となる

8-ヒドロキシ-デオキシグアノシンの尿中排泄量は変化しないものの、抗酸化酵素であるスーパー

オキシドディスムターゼ活性が上昇する(表4) 

５．紫黒米は、デンプンを中心とした栄養成分と抗酸化物質を同時に供給できる有望な国産濃厚飼料

である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．抗酸化性を持つデンプン系国産飼料の反芻動物向けの給与技術を開発するために役立つ情報とな

る。 

２．本成果の内容は、食用品種の紫黒米を用いて行った結果である。 

 

 

  



 

 

［具体的データ］ 

 

表 1 給与試験に用いた米の飼料成分および色素含量 

 
 

表 2 紫黒米の給与が消化率および可消化養分総量に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機物 粗タンパク質 NFC デンプン ADFom aNDFom アントシアニン

（%） （%） （%） （%） （%） （%） (µg/g)

対照米 98.5 7.3 84.8 83.2 2.5 3.8 0.0

紫黒米 98.3 9.8 81.0 78.5 2.4 4.5 504.9
対照米として「モミロマン」を、紫黒米として「おくのむらさき」を用いた。

すべての供試米は、玄米を用い、粉砕して試験に供した。

NFC：非繊維成炭水化物、ADFom：酸性デタージェント繊維、aNDFom：中性デタージェント繊維

有意差
2

消化率 (%)

乾物 80.4 78.6 77.8 ＊

有機物 82.2 80.5 79.8 ＊

粗タンパク質 81.8 79.9 77.8 –

非繊維性炭水化物 95.6 94.9 95.0 –

デンプン 99.6 99.5 99.5 –

酸性デタージェント繊維 61.0 56.6 56.2 –

中性デタージェント繊維 65.5 63.0 62.2 –

可消化養分総量 (%) 79.8 78.2 77.6 ＊

2 * P <0.05。紫黒米の給与割合の効果を対比を用いた一次効果で評価。

1 
対照米が40%含まれる給与飼料に対して、対照米の0、50および100%を紫黒米に置
き換える3区を設定し、ヒツジ6頭を用いた3×3ラテン方格法による給与試験を実施。

40 : 0 20 : 20 0 : 40
対照米 : 紫黒米1



 

 

表 3 紫黒米の給与が第一胃液性状に及ぼす影響 

 
 

表 4 紫黒米の給与が酸化ストレスマーカーに及ぼす影響 

 
 

（細田謙次） 
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有意差
1

pH 6.66 6.56 6.59 –
アンモニア (mg/dL) 22.7 24.9 25.9 –
低級脂肪酸濃度 (mmol/L)

酢酸 43.4 46.2 46.2 –

プロピオン酸 8.8 9.8 9.4 –
n-酪酸 10.6 11.2 11.1 –

合計 65.6 70.3 69.7 –

酢酸／プロピオン酸比 5.18 4.99 5.11 –

40 : 0 20 : 20 0 : 40

対照米 : 紫黒米

1 * P <0.05。紫黒米の給与割合の効果を対比を用いた一次効果で評価。

有意差
1

血漿抗酸化能 (µmol/L) 458.3 425.0 431.1 –

血漿グルタチオン濃度 (µmol/L) 0.59 0.52 0.50 –

血液SOD活性 (U/g) 59939.0 62859.0 63321.0 ＊

尿8-OHdG量 (µg/day) 126.2 138.6 144.7 –
1 * P <0.05。紫黒米の給与割合の効果を対比を用いた一次効果で評価。
SOD：スーパーオキシドディスムターゼ、8-OHdG：8-ヒドロキシ-デオキシグアノシン。

対照米 : 紫黒米

40 : 0 20 : 20 0 : 40


